
ネットワーク基礎

○基数変換

・10進数 ⇒　2進数変換

変換①　１３３

２　　１３３

２ ６６・・・・１

２ ３３・・・・０ １３３⇒１００００１０１

２ １６・・・・１

２ 　８・・・・０

２ 　４・・・・０

２ 　２・・・・０

　１・・・・０

変換②　１３３

２５６ １２８ ６４ ３２ １６ ８ ４ ２ １

１３３ ⇒ 　　１　　０　　　０　　　０　　０　　　１　　　０　　　１

１３３ ５

　　　－１２８ 　　－　４

　　　　　　５ １

＞練習変換１５０

２５６ １２８ ６４ ３２ １６ ８ ４ ２ １

１５０ ⇒ 　　１　　０　　　０　　　１　　０　　　１　　　１　　　０

＞練習変換２３２

２５６ １２８ ６４ ３２ １６ ８ ４ ２ １

２３２ ⇒ 　　１　　１　　　１　　　０　　１　　　０　　　０　　　０

＞練習変換１００

２５６ １２８ ６４ ３２ １６ ８ ４ ２ １

１００ ⇒ 　　０　　１　　　１　　　０　　０　　　１　　　０　　　０

＞練習変換２５４

２５６ １２８ ６４ ３２ １６ ８ ４ ２ １

２５４ ⇒ 　　１　　１　　　１　　　１　　１　　　１　　　１　　　０

・2進数 ⇒ 10進数変換

変換　11010011
２５６ １２８ ６４ ３２ １６ ８ ４ ２ １

　　１　　１　　　０　　　１　　０　　　０　　　１　　　１

　　↓ 　↓ 　↓ ↓ ↓

　　 １２８ ６４ １６ ２ １

⇒ １２８＋６４＋１６＋２＋１ ＝ ２１１

＞練習変換 10111
２５６ １２８ ６４ ３２ １６ ８ ４ ２ １



10111⇒ 　　　　　　　　　　　　　１　　０　　　１　　　１　　　１

⇒ ２３

＞練習変換 110101100
２５６ １２８ ６４ ３２ １６ ８ ４ ２ １

110101100⇒ 　　１ 　　１ 　０　　　１　　　０　　１　　　１　　　０　　　０

　⇒ ４２８

＞練習変換 11110010
２５６ １２８ ６４ ３２ １６ ８ ４ ２ １

11110010⇒ 　　 　　１ 　１　　　１　　　１　　０　　　０　　　１　　　０

　⇒ ２４２

・2進数 ⇒ 16進数変換

16進数　1桁を０～Fの 16個の文字で表す

10進数　０　１　２　３　４　５　６　７　８　９　１０　１１　１２　１３　１４　１５

16進数　０　１　２　３　４　５　６　７　８　９　　Ａ　　Ｂ　　Ｃ　　Ｄ　　Ｅ　　Ｆ

2進数４ bitが 16進数の 1桁に対応している事を利用する

桁重み 8 4 2 1  8 4 2 1
１０１０ ０１１０ ⇒ A6

４ bit 　４ bit

＞練習変換 11111010
１１１１　１０１０

⇒ 　　　F A

＞練習変換 11001101
１１００　１１０１

⇒ 　　　C D

＞練習変換 00100001
００１０　０００１（２）

⇒ 　　　２ １（16）

・16進数 ⇒ 2進数変換

A　　　４⇒ １０１０　０１００

＞練習変換C1
C　　　　　１

　⇒　 　１１００　　０００１

・10進数 ⇒ 16進数変換

１６６を 16進数に変換

変換①　１６６



１６　　１６６

１０・・・・６ ⇒ A ６

（A）

変換②　１６６

４０９６　　　２５６ １６ １

　A　　６

１６ １６６

　　×　　A 　　－　１６０

　　　１６０　　　　　　　　６

＞練習変換１８８

４０９６　　　２５６ １６ 　１

　　　　　B　　　C

２５６ １２８ ６４ ３２ １６ ８ ４ ２ １

2進数 　　１　　０　　　１　　　１　　１　　　１　　　０　　　０

16進数 B 　　C

＞練習変換１１１

４０９６　　　２５６ １６ 　１

　　　　　６　　　F

２５６ １２８ ６４ ３２ １６ ８ ４ ２ １

2進数 　　０　　１　　　１　　　０　　１　　　１　　　１　　　１

16進数 ６ 　 　　F

＞練習変換１３５

４０９６　　　２５６ １６ 　１

　　　　　８　　　７

２５６ １２８ ６４ ３２ １６ ８ ４ ２ １

2進数 　　１　　０　　　０　　　０　　０　　　１　　　１　　　１

16進数 ８ 　 　　７

・16進数 ⇒ 10進数変換

桁重み １６　　１

　９ D
⇒１６＊９＋１＊１３ ＝ １５７

＞練習変換２９A
２５６ １６ １

　　２ 　９ A



⇒２５６＊２＋１６＊９＋１＊１０ ＝ ６６６

＞練習変換CCC
２５６ １６ １

　　C 　C C
⇒２５６＊１２＋１６＊１２＋１＊１２ ＝ ３２７６

・少数の基数変換

1． ６２５を 2進数に変換する

変換①０．６２５

1． ６２５ 　０．２５ 　０．５

　　　×　　　　２ ×　　　２　　　×　　２

１．２５０　　　　０．５０　　　　１．０

０．１０１（２）

変換②０．６２５

２ 1 ２ 0 ２-1 ２-2 ２-3

↓ ↓ ↓ ↓ ↓
２ １ 0.5 0.25 0.125

０． １ ０ １

○補数

ｎの補数 ： ｎ進数のある数に加えると桁上がりする最小の数

ｎ－１の補数 ： ｎ進数のある数に加えると桁上がりしない最大の数

３６（１０）の１０の補数＝６４ ３６＋６４＝１００

〃 ９の補数＝６３ ３６＋６３＝　９９

・補数を使った計算

１０進数 ５４－３２ ＝ ２２

９９ ６７



　　　－３２ 　　　＋　１

　　　　６７ ９の補数 　　　　６８ １０の補数

５４－３２

⇒５４＋６８

　＝１２２－１００

　＝２２

２進数 １００１－０１１０

＞２進数の１の補数の求め方 ⇒ １と０を反転させる

０１１０→１００１

＞２進数の２の補数の求め方 ⇒ １と０を反転させたあと１を加える

０１１０→１００１→１０１０

１００１－０１１０

⇒１００１＋１０１０

　＝１００１１－１００００

　＝００１１


